	第２講

	伝道の方法
(マタイ28:16-20)


私たちが大胆に福音を伝えられるのは、イエス様が信じていない人々を「疲れた人、重荷を負っている人」と定義されたためである｡(マタ11:28)
私たちは謙虚であり、かつ、大胆に伝えるべきであるが、聖書に記されている方法で伝えなければならない。

１．蛇のように(方法)、鳩のように(動機)、パン種のように(結果)

　(1)マタ10:16「蛇のようにさとく、鳩のようにすなおでありなさい」

　(2)マタ13:33「天の御国は、パン種のようなものです。女が、パン種を取って、三サトンの粉の中に入れると、全体がふくらんで来ます。」

　◆実を結ぶ伝道は、蛇のようにさとく表れないようにして、パン種のように音を出さずに広がる。
２．タラッパン伝道運動

　(1)タラッパンとは（定義）
　　それぞれの人がいる場所で、神様の目的と計画があることを発見し

その現場でみことば運動を起こして、伝道するための方法であり、
初代教会がモデルである。

　①イエスの御名

　②イエスのいのち

　③イエスの力

　④イエスのいやし

　⑤祈りの運動

(2)神様は現場で変化と力を与えることを願っておられる。したがって、神様の生きているみことばが生活の中で現れることが神様の最も喜ばれることである。

３．聖書に語られている伝道戦略(マタ28:18-20)

(1)要員化－あなたがたは

(2)地域化－行って

(3)弟子化－弟子として

(4)伝道化－バプテスマを授け

(5)養育化－教えて守るようにしなさい

４．現場での弟子訓練(Ⅱテモ2:2)

・現場分析

①新しい信徒　　　　　②既存信者　　　　　③使命者

５．聖書の例

　（１）使徒2:41，46　（２）使徒6:7　　　　（３）使徒9章

　（４）使徒11:26　 　（５）使徒14:21,22　 （６）使徒16:15

　（７）使徒17:1　　　（８）使徒17:9　　 　（９）使徒18:1-4

　 (10) 使徒19:8-10　　(11) コロ4:15
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